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小学校授業づくり研修会
（理科）

全国学力・学習状況調査（理科）の結果
公立平均正答率(%)

実施年 平成27年度 平成30年度

県と全国 徳島県 全国 差 徳島県 全国 差

全体の正答率 59.7 60.8 -1.1 59 60.3 -1.3

枠組別
正答率

知識 61.1 61.3 -0.2 79.0 78.0 +1.0

活用 58.8 60.5 -1.7 54.0 56.2 -2.2

問題
形式別
正答率

選択式 61.6 62.9 -1.3 62.4 63.8 -1.4

短答式 66.8 63.6 +3.2 77.7 79.4 -1.7

記述式 41.0 45.3 -4.3 24.5 28.0 -3.5
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平成30年度全国学力・学習状況調査小学校
（理科）記述式の全国平均正答率
問題
番号

内容・出題の趣旨
正答率
（％）

２（３）

内容：
実験結果を基にした分析（増水による土地の変化）
出題の趣旨：
より妥当な考えをつくりだすために，実験結果を基に分
析して考察し，その内容を記述できるかどうかをみる。

20.2

４（４）

内容：
実験結果を基にした分析と問題に正対したまとめへの改
善（食塩水の蒸発）
出題の趣旨：
実験結果から言えることだけに言及した内容に改善し，
その内容を記述できるかどうかをみる。

36.0

理科で重視する「問題解決の過程（小学校）」

課
題
の
把
握

（
発
見
）

課
題
の
探
究

（
追
究
）

課
題
の

解
決

現学習指導要領 問題解決の力

差異点や共通点を基に，問題を
見いだす力（主に3年生）

既習の内容や生活経験を基に，
根拠のある予想や仮説を発想す
る力（主に4年生）

予想や仮説を基に，解決の方法
を発想する力（主に5年生）

より妥当な考えをつくりだす力
（主に6年生）
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授業改善の視点

結果の整理
結果は観察，実験から得られた事実
であり，考察しやすくするために表
やグラフに整理する。

考 察
観察，実験から得られた事実を分析
し，解釈して表現する。予想や仮説
の妥当性を検討する。

結論の導出
観察，実験の結果を踏まえた考察を
通して導かれた，問題に正対したま
とめを行う。

●自分の力で結論を導き出す経験を繰り返すことが
論理的な思考力や表現力につながる。

平成30年度全国学力・学習状況調査問題 ２（３）

平均正答率：20.2％
問題形式別：記述式
出題の趣旨：
より妥当な考えをつくりだすため，

実験結果を基に分析して考察し，その
内容を記述できるかどうかをみる。

正答例
【番号】 １
【わけ】 ２本のペットボトルの水を同
時に流して，水の量を増やすと，みぞの
曲がっている所の外側と内側の両方とも
棒がたおれたから。
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正答例
【わけ】 ２本のペットボトルの水を同
時に流して，水の量を増やすと，みぞの
曲がっている所の外側と内側の両方とも
棒がたおれたから。

【正答の条件】
①のように，条件について記述している。
②のように，実験結果ついて，溝の曲がって
いるところの外側と内側の両方で棒が倒れた
様子を記述している。

正解者のうち
・①，②のすべて記入 31.2 ％
・①の条件が曖昧だが，②は記入 68.8 ％

曖昧な例
・２本のペットボトルの水を流すと，
・流す水の量を増やすと，

日頃の授業で，結果の分析，
考察を大切にする。

平成30年度全国学力・学習状況調査問題 ２（３）

①

②

結果の処理でのポイント
単元名 第５学年 「流水の働き」

問題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様
子はどのように変わるだろうか。

実験結果を定量的に表し，
表に整理しましょう。

ポイント
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問題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様
子はどのように変わるだろうか。

「棒がたおれた」
という実験結果し
か言えていない。
「実験結果から考
えられること」に
ついて書く。

考察では，実験の結果を基に「事実」と「解釈」の両方を
示しながら，説明できるようにしましょう。

＜事実＞
一度に流す水の量を増やすと，（条件）
川の曲がっている所の内側でも外側でも棒がたおれた（結果）

ポイント

＜解釈＞
内側も外側も侵食の働きが大きくなった（結果から考えられる
こと）

考察でのポイント

平均正答率：36.0％
問題形式別：記述式
出題の趣旨：
実験結果から言えることだけに

言及した内容に改善し，その内容
を記述できるかどうかをみる。

正答例
・食塩水の食塩は，蒸発しない。
・食塩は，蒸発しない。

【問題】食塩水の食塩は，蒸発する
のだろうか。

【実験の結果からいえること】
水にとけた物は蒸発しない。

ふさわしいまとめに書き直す

平成30年度全国学力・学習状況調査問題 ４（４）
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正答例
・食塩水の食塩は，蒸発しない。
・食塩は，蒸発しない。

【問題】食塩水の食塩は，蒸発するのだろうか。

【正答の条件】
食塩のみが蒸発しないことを示す趣旨で解答

【不正解の例】
・食塩水の水を蒸発させると，食塩などは蒸発
しない。

・水は蒸発したので，食塩が残る。
・食塩は少しだけ蒸発する。

問題を確認し，実験などで得られた結果を根拠とした考察を行い，実験結果
から言えることだけに言及した内容かどうかについて検討することが大切。

観察，実験の結果を踏まえた
考察を通して導かれた，問題
に正対したまとめを行う。

ポイント

結論の導出

溶かした食塩が残る
様子を記述しただけ

正答例
・食塩水の食塩は，蒸発しない。
・食塩は，蒸発しない。

【問題】食塩水の食塩は，蒸発するのだろうか。

【正答の条件】
食塩のみが蒸発しないことを示す趣旨で解答

○になっているけど，注意しなければならない解答例
正答の条件に加えて，
「水の蒸発に関する内容」，「食塩水の水を蒸発させた操作内容」，
「結論の根拠として溶かした食塩が残る様子」を記述しているもの。
（例）・食塩水の水を蒸発させると，水は蒸発するが，食塩は蒸発しない。

・溶かした食塩は，すべて残っているので，食塩は蒸発しない。

問題に対する結論と考察を区別
して，結論を適切に表現するこ
とに課題がある。

結果を事実として的確に捉え，事実
から解釈したことを「実験の結果か
らいえること」として言及すること
が大切。

結論の導出
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問題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様
子はどのように変わるだろうか。

結論はどのように書いたらいいのか，考えてみましょう。

結論
（例）

曲がった川に大雨が降り，一度に流れる
水の量が増えると，流れる水の働きが大
きくなり，川の形が大きく変わる。

結論の導出

授業改善の視点

結果の整理
結果は観察，実験から得られた事実
であり，考察しやすくするために表
やグラフに整理する。

考 察
観察，実験から得られた事実を分析
し，解釈して表現する。予想や仮説
の妥当性を検討する。

結論の導出
観察，実験の結果を踏まえた考察を
通して導かれた，問題に正対したま
とめを行う。

●自分の力で結論を導き出す経験を繰り返すことが
論理的な思考力や表現力につながる。
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https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html

授業と解説を１５分程度の映像に凝縮

理科映像指導事例集

すべての教科等にわたる国語力を生かした
授業改善の方向性

子供たちが，言葉による見方・
考え方を働かせ，言語活動を通
して，正確に理解し適切に表現
する資質・能力を身に付けるこ
とにより，すべての学習の基盤
となる国語力を高め，主体的・
対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善を図りましょう。

https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/

授業改善資料 国語力向上タスクフォースからの提案



9

授業改善資料 国語力向上タスクフォース

①徳島県立総合教育センター
トップページの「教職員支援・学校支援」
をクリック

②画面下の方
「県学力向上関係資料」をクリック

授業改善資料 国語力向上タスクフォースからの提案 掲載場所

https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/ アドレスの入力も可

③画面下の方
「授業改善関係資料」をクリック

学力向上確認プリントの活用

徳島県総合教育センターホームページ
①トップページの左のバナー
「まなびのサポート」をクリック

②家庭学習用プリント
のバナーをクリック

③学力向上確認プリントの該当
学年をクリック

https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/

